平成17年3月31日

日本地震工学会

脆弱建造物の改修と人口集積地域の地震防災対策推進とその方策に関する研究委員会

第２回委員会　議事録
日時：平成17年3月31日(木)　15:00－17:00

場所：東京大学生産技術研究所　都市基盤安全工学国際研究センター　センター長室
　　　(東京都目黒区駒場4-6-1)

出席予定：市川・田中・津川・中埜・永石・西川・秦・目黒・Ramesh･吉村
配布資料
資料１　第1回委員会議事録
資料２　国連防災世界会議政府全体会合ステートメント

資料3(回覧)  Disaster Reduction Technology List on Implementation Strategies　

議事
１．第1回委員会議事録の確認

2． 平成16年度下半期における活動の総括（目黒）

・地震工学会大会2004における，科学技術振興調整費大都市大震災軽減化特別プロジェクト：テーマⅣ「耐震研究の地震防災対策への反映」事前対策グループとの合同セッションS-3「既存不適格建物対策を中心とした都市の脆弱性向上策」(2005.1.13午後)の報告．

・International Symposium on Earthquake Engineering -Commemorating Tenth Anniversary of the 1995 Kobe Earthquake (ISSE Kobe 2005)”の Socio-Economic Group Session”セッションの報告

・耐震補強技術事例集：Disaster Reduction Technology List on Implementation Strategies発行の報告

３．ネパールにおける簡易振動台を用いた住宅の耐震性に関する啓蒙活動の紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(目黒研Ramesh GURAGAIN)
４．平成17年度の活動計画に関する討議

・現在のご活動を踏まえ，委員会にご協力いただける方針を各委員から提示していただいた．詳細な内容については，別途メールで皆様にご意見をいただくこととする．

・技術事例のデータベース化に際し，技術をいかにして峻別するかが問題である．

　　・今回前述のような技術事例集が発行されたが，一覧リストにとどまらず，もっ　　　　　

　　　とDynamicにWeb展開していきたい．

　　・JICAでは防災プロジェクトを実施中であり，今後人材育成教材などには関わっていけそうである．

　　・内閣府では，OCHAやUNDPと協力しInternational Reconstruction Platform 

      を構築する計画を検討している．
· フォーラム開催等の検討


・1月あたりに別の団体と合同で開催してはどうか？

　　・例えば1-5時まで，一人20分，10人の発表＋パネルディスカッションなど

　　・国内と国外に分けて発表しても良いのではないか？
５．その他

　　次回の日程など
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